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駐
車
場
有
料
化

問　
総
合
公
園
と
馬
入
ふ
れ
あ

い
公
園
の
駐
車
場
有
料
化
個
別

計
画
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
理
解
を

示
す
意
見
は
若
干
あ
っ
た
が
、

料
金
の
値
下
げ
や
入
庫
後
の
無

料
時
間
の
延
長
、
施
設
利
用
者

へ
の
減
免
を
求
め
る
意
見
が
多

か
っ
た
。
平
成
28
年
度
に
は
施

設
利
用
料
の
値
上
げ
の
議
論
が

あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
が

実
費
で
指
導
や
協
力
を
し
て
い

る
実
態
も
あ
る
。
今
後
ど
の
よ

う
な
考
え
で
取
り
組
む
の
か
。

市
長　
両
公
園
に
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
や
健
康
増
進
、
憩
い
の
場

と
い
う
設
置
目
的
が
あ
る
。
こ

の
点
を
踏
ま
え
、
関
係
団
体
と

の
意
見
交
換
や
駐
車
場
事
業
者

へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
、

料
金
体
系
や
管
理
運
営
手
法
の

見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

町
内
福
祉
村

問　
地
域
で
の
触
れ
合
い
や
交

第
70
回
七
夕
ま
つ
り

問　
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ

る
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り

は
、
第
70
回
と
い
う
節
目
の
記

念
す
べ
き
祭
り
と
な
る
。
開
催

日
数
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
含
め

て
、
従
来
以
上
の
祭
り
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　
七
夕
ま
つ
り

の
開
催
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

直
前
と
な
る
た
め
、
訪
日
外
国

人
観
光
客
の
来
場
や
国
内
外
に

向
け
た
情
報
発
信
に
つ
な
が
る

よ
う
内
容
を
協
議
し
て
い
く
。

問　
今
の
３
日
間
よ
り
１
日
で

も
多
く
開
催
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
時
期
と
重
な
る
た
め

に
、
警
察
の
警
備
応
援
が
ど
こ

ま
で
で
き
る
の
か
課
題
が
あ

る
。
ど
の
く
ら
い
の
日
数
の
対

応
が
可
能
か
協
議
し
て
い
く
。

問　
第
70
回
記
念
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
の
ど
自
慢

大
会
や
大
相
撲
平
塚
場
所
の
誘

致
な
ど
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

産
業
振
興
部
長　
記
念
開
催
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
大
事

な
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
若
い
人

た
ち
の
意
見
な
ど
を
含
め
て

し
っ
か
り
と
研
究
し
た
い
。

リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
交
流

問　
市
長
の
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和

国
へ
の
訪
問
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
関
連
し
た
訪
問
の
み
な
ら

ず
、
姉
妹
都
市
締
結
に
向
け
た

大
き
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
決
意
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
姉
妹
都
市
締

結
は
、
将
来
に
わ
た
り
交
流
を

進
め
て
い
く
中
で
重
要
な
要
素

で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

積
み
重
ね
て
市
民
の
機
運
の
醸

成
に
取
り
組
み
、
可
能
性
を
判

断
し
て
い
く
。

流
が
希
薄
と
な
る
中
で
、
誰
も

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め

に
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ

り
町
内
福
祉
村
事
業
を
進
め
て

い
る
。
地
域
介
護
予
防
活
動
支

援
事
業
の
活
動
状
況
を
伺
う
。

市
長　
全
て
の
町
内
福
祉
村
で

地
域
の
人
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
通
い
の
場
（
サ
ロ
ン
）
が
開

か
れ
、
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ

て
い
る
。

問　
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
活

動
状
況
を
伺
う
。

市
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
作
成
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
今
年
度
か
ら
は
、
更

に
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

要
件
を
緩
和
し
た
。

問　
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

の
活
動
状
況
を
伺
う
。

市
長　
多
く
の
町
内
福
祉
村
に

介
護
保
険
法
に
お
け
る
協
議
体

を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
介

護
予
防
や
生
活
支
援
に
関
す
る

課
題
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け

て
議
論
を
深
め
て
い
る
。
そ
れ

を
受
け
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
、
生
活
支
援
の
担

い
手
養
成
や
サ
ー
ビ
ス
の
資
源

開
発
な
ど
、
地
域
の
課
題
解
決

に
当
た
っ
て
い
る
。

問　
町
内
福
祉
村
の
中
に
は
、

自
治
会
な
ど
と
う
ま
く
連
携
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
方

で
、
責
任
者
の
考
え
で
地
域
と

の
関
わ
り
を
持
た
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長　
地
域
は
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
持
っ
て
対
応
し
て

い
る
。
決
し
て
一
つ
の
団
体
だ

け
で
課
題
が
解
決
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
地
域
で
の
話
し
合

い
に
よ
り
進
め
て
い
く
の
が
形

で
あ
る
と
思
う
。
市
と
し
て
指

導
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

地

域

包

括 

支
援
セ
ン
タ
ー

問　
28
年
10
月
時
点
で
地
域
包

地
域
を
中
心
と
し
た

福
祉
政
策
の
充
実

リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
都
市
と

国
際
姉
妹
都
市
締
結
を

府
川 

正
明 

議
員

小
泉 

春
雄 

議
員

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
10
か
所
設

置
さ
れ
、
29
年
４
月
に
３
か
所

が
開
設
さ
れ
た
。
専
門
職
を
配

置
し
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
や
総
合
相
談
支
援

事
業
、
権
利
擁
護
事
業
、
包
括

的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
、
介
護
予
防
支
援
業
務

な
ど
に
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
市
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
、
自
治
会
や
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
、
町
内
福
祉
村
、

公
民
館
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

協
議
体
と
し
て
の
取
り
組
み
を

依
頼
し
て
い
る
。
今
後
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
を
伺
う
。

市
長　
協
議
体
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
各
種
団
体
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
市
が

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
、
話
し
合
い
が
円
滑
に
進

む
よ
う
支
援
し
て
い
る
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て

は
、
協
議
体
の
課
題
の
把
握
や

解
決
に
向
け
、
研
修
や
情
報
共

有
、
集
団
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
懸
案
事
項
を
協

議
す
る
た
め
、
個
別
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

問　
港
地
区
に
お
い
て
も
協
議

体
が
発
足
し
た
。
各
団
体
が

持
っ
て
い
る
課
題
を
集
め
、
一

つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

協
議
体
の
目
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
地
域
で
は
苦
慮
し
て
い
る

実
態
が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う

に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長　
各
団
体
が
持
っ
て

い
る
情
報
を
把
握
し
、
協
議
体

の
中
で
課
題
を
見
つ
け
、
解
決

の
方
向
性
を
定
め
て
い
く
。
そ

れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
チ
ー
ム

が
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
形
が

良
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
新
港
の

活
用　

平
塚
市
水
産
物
地
方
卸

売
市
場　

漁
業
の
活
性
化

問　
市
長
の
訪
問
団
と
し
て
４

人
で
は
少
な
い
と
思
う
が
、
今

回
の
目
的
を
果
た
せ
る
の
か
。

市
長　
強
行
日
程
で
あ
る
が
、

リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
都
市
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
、
各
種

団
体
な
ど
を
訪
問
し
、
本
市
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
交
流
の
基
礎
を

築
い
て
い
き
た
い
。

問　
今
後
、
交
流
事
業
の
主
体

は
、
市
と
実
行
委
員
会
の
ど
ち

ら
が
担
う
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
事
前
キ
ャ
ン

プ
や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

実
行
委
員
会
が
主
体
的
に
担

う
。
そ
れ
を
支
え
る
事
務
局
と

し
て
、
本
市
の
オ
リ
ン
ピ
ッ 

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
課

が
あ
る
。

問　
実
行
委
員
会
へ
の
委
託
料

を
含
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

や
交
流
の
た
め
の
予
算
を
し
っ

か
り
と
確
保
で
き
る
か
。

市
長　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

実
働
的
に
動
け
る
よ
う
、
事
前

キ
ャ
ン
プ
に
向
け
て
必
要
な
分

を
確
保
し
、
議
会
に
示
し
て
い

　本会議場などの議会施設を見学
してみませんか。見学には事前に
議会局へお申し込みが必要です。
議会開催期間などを除く開庁日に
見学できます。

議場見学にどうぞ

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

き
た
い
。

大
規
模
地
震
対
策
特
別 

措
置
法
の
見
直
し
か
ら

問　
国
が
措
置
法
の
見
直
し
を

行
っ
た
場
合
、
本
市
の
対
応
・

対
策
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

副
市
長　
本
市
の
「
東
海
地
震

に
係
る
地
震
防
災
強
化
計
画
」

に
基
づ
く
対
策
に
影
響
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
国
の
最

終
的
な
検
討
結
果
が
示
さ
れ
れ

ば
、
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
を

は
じ
め
、
必
要
な
措
置
を
速
や

か
に
講
じ
て
い
く
。

内堀 祐一 議員

湘南フォーラム 所 属 議 員

出村 光 議員

教育民生
　議案２案件はいずれも原案どお
り可決すべきものと決定しまし 
た。
○議案第69号　平成29年度平塚市
一般会計補正予算

　地区公民館管理運営事業で
は、給水ポンプや自動ドア等設備
修繕のため830万円を計上してい
る。具体的な内容と修繕すべき事
柄があってから対応に至るまでの
経緯、対応の在り方を伺う。

　旭南公民館の給水ポンプやバ

スケットゴールと、大神公民館の
電気設備や雨水配管で移設する必
要があるものなどを修繕する。修
繕までの対応について、予算の関
係もあるので、すぐに対応できる
ものは、職員や管理人が消耗品な
どで応急的な処置をする。長期に
わたるものは、緊急性や安全性か
ら判断して、順次対応している。
○議案第73号　平成29年度平塚市
一般会計補正予算

　崇善公民館等賃借料につい
て、リース方式の方が早期に整備
できるというが、理由を伺う。

　直接工事では基本設計、実施
設計に２年、建築に２年かかるこ
とが通常である。リース方式では
設計から施工が一括でできること
から、早期の建築ができる。

　公民館は避難先でもあり、重
要な施設でもある。災害への備え
を検討したのか。

　津波などがあった場合には屋
上に登れるよう塔屋を設け、避難
できるようにしたいと考えてい
る。また、調理室のガス器具は、
プロパンガスに切り替えられるも
のも設置する予定である。

都市建設
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第69号　平成29年度平塚市
一般会計補正予算

　地震・津波防災対策事業の感
震ブレーカー購入費について、当
初予算では県補助金として67万２ 
千円の補助があったが、今回はど
のような状況か。

　県に相談したところ厳しい状
況であると回答があったため補正
分の申請はしていない。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。


